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1．1まじめに

近年未利用エネルギーの1つである地中熟を利用し

た空調システムが注目されており、欧米においてはす

でに普及段階にある。日本においては、これまでに数

十件のシステムしか採用されておらず、国産のヒート

ポンプが使用された例はごく僅かである。弊社ゼネラ

ルヒートポンプ工業株式会社は、大手メーカーとは異

なり、中小企業の利点であるように小回りが利くこと

から、逸早く地中熱源ヒートポンプの商品化に取り組

み、実際に数件の納入実績がある。

ここでは弊社ヒートポンプの納入事例を紹介し、ま

た中国長春市に納めた地中熱源ヒートポンプの運転デ

ータを紹介する。

2．ヒートポンプ納入事例

地中熱源ヒートポンプには種々の種類があるが、弊

社で納入したもののほとんどはGCHP（Ground

CoupledHeatPumP）のヒートポンプチラーである（表

1）。多くの海外製晶のものとは異なり、水冷ヒートポ

ンプであるにもかかわらず四方弁内蔵であり、水回路

ではなく冷媒回路によって冷暖房を切り替えることが

できるので、水配管が簡素化できコストダウンを図る

ことができるのが特徴である。また、冷媒回路に熱交

換器をもう1つ追加して熱交換器を切り替えることに

よって給湯運転を行うこともでき、さらに冷房と給湯

の両方の負荷がある場合は排熱回収運転が可能な構造

となっている。セントラル方式であるため、冷房・暖

房・給湯に加えて温水系統を床暖房に使用できるので、

1台4役となっている。家庭用・業務用を問わず掘削

費用を含めてもトータルメリットがあると考えている。

納入事例としては、試験的またはモデル的な要素が

強く、まだ本格導入にまで至っている物件は少ないが、

その中で中国長春市に納入したヒートポンプは一番容

平成14年度日本冷凍空調学会学術講演会講演論文集（14／11－18～21，岡山）

－31－

量が大きい50HPであり、延床面積約1，000m2の4階

建て建物の全館空調を賄っている。
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岩手県盛岡市では20EP（10HPX2台）のヒートポン

プチラーを利用して県の研修センターホール部分の空

調が試験的に行われている。長野県大町市では事務所

の空調が行われているとともに、地中採熱試験が同時

に行われている。滋賀県長浜市では市の補助金を利用

しての住宅用冷暖房・給湯・床暖房の実証試験が行わ

れており、杭打ち機を利用した掘削費低減化への模索

が行われている。岩手県盛岡市では、実際に入居され

ているモデル住宅において地中熱源ヒートポンプチラ

ーによる冷暖房給湯が行われている。秋田県大潟村で

は地中採熟試験が行われる予定であり、通常は3相

200V仕様であるのに対して、ここでは単相100V仕様

のものが採用されている。

このように弊社ヒートポンプチラーが家庭用・業務

用の小型、中型の地中熱源対応水冷式ヒートポンプチ

ラーとして採用されており、また、冷暖房・給湯の多

機能型ヒートポンプチラーも数件採用されている。



3．中国長春市における地中熱源ヒートポンプチラー

NEDO国際共同研究により、地中熱源ヒートポンプ

システムが中国吉林省長春市の長春市地熱開発有限公

司の社塵全館空調のために導入され、現在も稼動中で

ある。ここではヒートポンプのシステム概要と運転デ

ータを簡単ではあるが紹介したい。

長春プロジェクトの熱源概要図をF短1に示す。ヒー

トポンプは10HPX5台のモジュール接続で50HP、寒

冷地のため、温度変化が激しいため、ヒートポンプの

安全ゐためにバッファタンク（冷温水・地中熱源）を

設けてある。二次側はフアンコイルが約40台設置され

ており、地中熱交換井は100mX16本であり、試験用

途のためグラウト材やチューブ径、形状等が異なって

いるものも含まれている。
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負荷は使用状況により時々刻々と変化するのでヒー

トポンプの性能を示すデータとしてはヒートポンプが

連続稼動している必要があり、負荷のバランスから12

時間以上連続運転しているデータを抽出した。

甑bk2に連続12時間運転が行われた時の平均値を

示す。外気温度によらず、地中熱交換井からのプライ

ン温度（熱源水ヒートポンプ入口温度）は大きく変化

しないのはFig2から見てもわかるが、温水出口温度

が異なるためにCOPの違いが生じた。実際に寒冷地の

建築物の断熱性能と、外気温度との差を考慮するとこ

の施設において温水出口温度は35℃程度で十分では

ないかと思われる．

計測期間（平成12年12月30日から平成13年4月5

日）における平均・積算のデータを1もble3に示す。COP

としては弊社の標準的な氷蓄熱対応の水冷式ヒートポ

ンプチラーの平均の熱源入口温度、温水出口温度にほ

ぱ見合った億となった。
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4．おわりに

省エネルギーセンターが推奨しているトップランナ

ー方式をはじめ、CO2削減、地球温暖化防止のために

も、機器の省エネ、高効率化が叫ばれている。空冷式

のエアコンは市場も大きいことから国内各大手メーカ

ーがしのぎを削った結果効率の高いものが登場してき

ている。それに対して地中熱源ヒートポンプは国内で

は最近になって数件市場に出回るようになってきたが、

国内産のヒートポンプが採用されている例は非常に少

ない。そのために地中熱源ヒートポンプの高効率化へ

の開発は始まったばかりであり、現状では水冷と言う

だけでは空冷エアコンに効率で対抗できるものとは言

いがたく、寒冷地で使用できるというメリットしかな

いのが現状である。

当社においては、国内産地中熱源ヒートポンプの普

及への道筋をつけるためにも、高い目標値を掲げてヒ

ートポンプの高効率化・低コスト化の開発を行ってい

る。
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